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は じ め に

猛暑が止まり ません。 こ の原稿を書いているのは令和６ 年９ 月中旬ですが県内の日田市では最高

気温が３７℃です。今日に限ったこ と ではあり ません。予報では明日、明後日、明々後日も３７℃と なっ

ています。 「 暑さ 寒さ も彼岸まで」 は死語になったのでしょ う か？

国内だけではあり ません。 サウジアラビアでは本年６ 月に巡礼に訪れたイスラム教徒が気温５０℃

を超える猛暑のために１，３００人以上が死亡したと 報道さ れています。

ＷＨＯは「 熱中症などの暑さ による死、 マラ リ ア、 デング熱、 下痢、 栄養失調」 の５ つの原因、

いわゆる気候変動関連により ２０３０年から２０５０年までに世界で毎年２５万人が亡く なると 推計していま

す。

ロシアによるウク ライナ侵攻、 イスラエルと ハマスの紛争、 北朝鮮の弾道ミ サイル開発と 世界情

勢は不穏な状況が増しています。 アメ リ カではバイデンが急遽大統領選を撤退し、 ト ランプと ハリ

スと の戦いになり ました。 どちらかになるのでしょ う か。 裏金問題に端を発した自民党の総裁選は

過去例を見ない９ 名が立候補しています。 誰になってどう 変わるのでしょ う か。

新型コロナが昨年５ 月に５ 類と なり 、 インバウンド 、 アウト バウンド は盛況で、 世界は増々小さ

く なっています。

こ のよう に国外や国内が混沌と している中、 先を見据えて、 冷静に県民の健康のために必要な調

査研究、 情報提供等を行う のが当センターの役割です。

具体的には近年例を見ない県内での大型食中毒（ ノ ロウイルスによる ） の発生、 感染症では薬剤

耐性菌のまん延、 劇症型溶血性レンサ球菌感染症（ いわゆる人食いバク テリ ア）、 Ｓ Ｆ Ｔ Ｓ 等のズー

ノ シス、 アレルギー患者の増加、 有機フッ 素化合物Ｐ Ｆ ＯＳ ・ Ｐ Ｆ ＯＡ、 Ｐ Ｍ２．５、 気候変動適応

等の課題について対応する必要があり ます。

また、 県民ニーズを深堀り するために生活環境部等関係事業課に必要な調査・ 研究の有無を調べ

る 「 ニーズ調査」 を実施したと こ ろ、 多く の要望が寄せられました。 難しい要望もあり ましたが、

まずはできるこ と から始めるこ と で「 頼り にさ れる衛環研」 を目指していきます。

課題が山積する一方、 人口減少、 人材不足、 公務員離れ等、 業務を行う 環境は厳し く なっていま

す。 その状況を打破するためにはデジタル技術やＡ Ｉ の活用等の先端技術の導入が必要です。 そし

て、 さ らに機能強化するためのカギは、 関係機関と の連携です。 昨年１２月に大分大学グローカル感

染症研究センターと 当センターを所管する生活環境部で連携協定を締結した他、 本年遅まきながら

倫理規定、 利益相反規定を設置し、 連携の環境を整備したと こ ろです。 今後は連携協定に基づく 共

同研究、 九州ブロッ クの地方衛生研究所、 関係機関等と の連携を職員が一丸と なってやっていきま

すので期待していてく ださ い。

最後にこ の年報は、 令和５ 年の試験検査及び調査研究業務を中心にと り まと めたものです。 ご高

覧のう え忌憚のないご意見ご提言をお寄せいただければ幸いです。

令和６ 年１２月

大分県衛生環境研究センター

所 長 大 隈 滋
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